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【目的】スキンケアへの関心が高まる昨今,コラーゲン合成促進,メラニン生成
抑制,及び抗酸化作用を有するビタミン C(VC)は様々な化粧品に配合されている。
しかし,VC は水溶性のため,皮膚に適用しても十分量が深部に到達しない.我々
は,VCとビタミンEをマレイン酸を介しエステル結合させた新規VC・E誘導体(CME)
に注目し研究を進めてきた。CME は油中で安定であり,オリーブ油を基剤とした油
性製剤として上市されているが、水中で不安定であり水系製剤の開発は困難であ
った.しかし,化粧品は使用感の良い水系製剤が油性製剤よりもニーズがあるため, 
CME の水系製剤化が求められている.本研究では,水系皮膚適用製剤への応用を企
図し CME エマルション(EM),及びドライエマルション(DE)の可能性を検討した. 
【方法】CME を油中に溶解した EM を調製し CME の安定性を検討した. CME 含有

EM に各種シクロデキストリン,及び糖を添加し,CME の安定性に及ぼす添加物の影
響を調べた.また,凍結乾燥により EM の連続相である水を除去し,易水溶性粉末と
した DE を調製し,CME の安定性を経時的に検討した. 
【結果・考察】水溶液中と同様に EM では CME の安定化は困難であり,また各種

添加物を用いても製品として許容出来るような安定性改善効果は得られなかった.
一方，EMでの24時間後のCME残存率は30％であったが，DEでは1週間後でも100％
の残存率を示した． CME の安定性は添加する糖により異なり,デキストリンを用い
た DEが最も安定であった.デキストリン含有 EMの pH は 2.6 であった.過去の検討
により,CME は酸性条件下において安定化されることがわかっているので,各種添
加物を用いた時の pH の違いが,DE 保存時の安定性の違いに関与しているのではな
いかと考えられた. 


